



















































































































































































語種 表記 読み方 解　釈 出　典
日本語 通勤 つうきん ―する【自サ】勤務先へ通うこと。 『新明解国語辞典』第七版

















また、“勤” に “在规定的时间内准时到班的工作或劳动” という解釈がある。
















































































でなく、さらにその意味を派生させた。我々が今言う “空手道” は “有名无













語種 表記 読み方 解　釈 出　典
日本語 理念 りねん 何を最高のものとするかについての、その人（面で）の根本的な考え方。
『新明解国語辞典』
第七版
































語種 表記 読み方 解　釈 出　典










































































































帐目；帐簿；帐户。” と解釈されている。また、中国語の “账” は《辞海》
縮印本（1979年版）で “本作 “帐” ①关于银钱财务出入的记载。如记账；
算账；账目；账簿。②债务。如欠账；要账。” と解釈されている。いずれも
“记事薄”（ノート）という意味はない。中国語の造語法により、“手” と組













ぜ “手帐” ではなく、“手账” として受け入れたのかは今後の課題としてお
こう。
ｄ）人気 ⇒ “人气”


















































































































































































餅屋 もちや 餅を（ついて）売る人（店） 『新明解国語辞典』第七版
中国語






























































更なる考証をしようとしなかったこと。例えば “人气” “人脉” など。もう
一つは、恐らく詞典編纂者が日本語における日本来源語疑似語の由来や経緯
を分析する余裕がなかったことであろう。
　《現代漢語詞典》は中国全土ひいては全世界で影響力をもち、知名度も高
く、ほかの科学研究においても指針的な詞典であるからこそ、その権威を守
るべきである。来源の分析は全面的尚かつ正確でなければならない。また、
編纂時に各語種の言語専門家の意見を考慮に入れその厳密さと正確さを確保
するべきであろう。
おわりに
　現在、日本語から伝わった外来語は現代中国語において幅広く使われてお
り、使用頻度も高い。その語数は正確な統計が難しい。ある学者によると、
「人文科学と社会科学用語の約70％は日本来源語である」（矯遠峰等《新日
漢詞典》増訂版［M］．瀋陽遼寧出版社、2002）そうである。これからもさ
らに日本来源語が増えるであろう。筆者は、本稿で一部の日本来源語疑似語
を対象に、日本から伝来した事実を論証してみた。今後の現代漢語詞典の編
纂などの参考になればと思う。
― 　―
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　また、本稿ではサンプリング調査法で《現代漢語詞典》全書の四分の一し
か調査していないので、完全な研究とは言えない。今後引き続き更なる研究
を進めてみたい。
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